公開質問状
～金山三郎さん所有地の不法投棄廃棄物に関して４～
２０２３（令和５）年１月２０日

下関市長　　前田　晋太郎　殿　

担当課　環境部廃棄物対策課廃棄物指導係
金山三郎、鍬野保雄、福田富美子、中井淳、江島三紀夫、山下俊雄、稲垣優美子、
廣岡逸樹、内岡貞雄、田辺よし子、田辺正樹、藤本エイ子、浜口勝彦、長岡定子、
河崎洋、近藤尚子、山下隆夫（下関市議）、山県順子、勝原強、小玉隆、盛重耕二、
鈴木澂、鈴木恭子、木佐木大助（山口県議）、三輪力也、林美子、中島純、
植屋幸子、堀内隆治、大倉伸彦　平野有子、富山哲夫、久光イツ子、松林俊治、
佐々木明美、全成子、三浦翠、松井敏男、徐麻弥、金静媛、金仟賢、宮木高茂
麻田茂樹、宮﨑衛、佐々木龍
北九州第一法律事務所　弁護士　池　上　　　遊

弁護士法人女性総合法律事務所ラレーヌ・ビクトリア　弁護士　後　藤　景　子
　これまで提出してきた質問状とそれらに対する回答及び御庁の対応を踏まえて、次のとおり質問を追加します。
第１　質問

１　本件残土には、コンクリートくず、アスファルトくず等（以下、「コンクリートくず等」という）が混入していますが、コンクリートくず等は、廃掃法上の「産業廃棄物」に当たるのではないでしょうか。
２　１の回答が「産業廃棄物に当たる」である場合、その処分や保管については廃掃法１２条１項・２項、同法施行令６条（産業廃棄物の収集、運搬、処分等の基準）、同法施行規則８条（産業廃棄物保管基準）等が適用されるのではないでしょうか。
３　本件残土にはコンクリートくず等が上記の規定や基準に基づかずに混入していますが、それは、「投棄禁止」を定めた廃掃法１６条に反する不法投棄に当たるのではないでしょうか。
４　１の回答が「産業廃棄物に当たる」である場合、本件は、民民の問題には当たらず、産廃を所管する行政庁に係る問題に当たるのではないでしょうか。
５　３の回答が「不法投棄に当たる」である場合、下関市は、それぞれの産廃に応じた埋立処分基準を満たす処分場に最終処分させなければならないのではないでしょうか。
６　３の回答が「不法投棄に当たる」である場合、廃掃法２５条１項１４号に基づき、「廃棄物を捨てた者」に罰則を適用しなければならないのではないでしょうか。
第２　結語
以上につき、２０２３（令和５）年２月８日(水)までに、書面にてご回答ください。御庁から文書で回答があれば、その文書に書かれている内容について生じた疑問点があれば率直に御庁の担当者にお尋ねしたいと考えています。また、意見があれば、意見交換もさせていただきたいと考えています。疑問点や意見に対する回答が困難である場合は、後日に文書で回答していただくということでも構いません。これまでような非礼かつ硬直的な対応はお控えいただき、市民からの不安や疑問に応えて、柔軟な対応をよろしくお願いします。
２月１５日(水)１４時３０分に御庁へお伺いします。その際、前回と同程度の参加者が見込まれますので、そういう方々が十分に入ることの可能な部屋をご用意いただきますようにお願いします。
なお、書面でのご回答及び本件に関する問い合わせ等につきましては、下記宛にお願いいたします。

以上
記

〒８０３－０８１６
北九州市小倉北区金田２－６－４　リーガルタワー２階
北九州第一法律事務所
ＴＥＬ　０９３－５７１－４６８８
ＦＡＸ　０９３－５７１－４０４８
ＭＡＩＬ　y.ikegami@kd-lo.gr.jp

弁護士　　池　上　　　遊
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